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親愛会組織図

経営理念

「生きるを支える」



介護ロボットへの疑問点と期待

★どこまで開発されているのか？

（1）感知機能

（2）介護機能（機能的サービス、AI活用した情緒的サービス）

★購入費用

★ランニングコスト

★行動障害に対応できるのか



現場での課題について

【現場職員】

★失禁時にオムツ内に手を入れてしまう方への対応

★介護拒否への対応
・移乗時に体に力を入れ突っ張ってしまう
・介助時に介護士を叩く・つねる等の行為が見られる



【主任職員】

★現場職員が抱えている前頁の課題に対し、排泄時間、おむつ
交換時間の見直し、皮膚疾患の確認・対応。コミュニケーション

   の工夫等での対応が基本との考え方。

★介護ロボットに対するイメージが湧かない。上記の対応につい
ても、現状での改善策があるのではないかとの発想で対応し
ている。

★見守りシステム（眠りスキャン）は、夜勤時の入居者の状態把
握に有効と思われる。対応の優先順位が判断しやすく、排泄介

   助や転倒防止に役立つと思われる。
Wi-Fi整備が前提になっており、整備に多額の費用がかかる。
現状の環境で導入できるものがないかを検討中である。

現場での課題について



福祉＝『大変』ではなく

あなたたちも
私たちと一緒に
人の生きるを支えて
一人ひとりの大切な人になりませんか？

＝「大切」な、「生きるを支える」仕事です。



親愛会アカウント
@sinaikai_saiyou

http://www.sinaikai.or.jp
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